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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

中間連結会計期間
第41期

中間連結会計期間
第40期

会計期間

自2024年
　10月１日
至2025年
　３月31日

自2025年
　10月１日
至2026年
　３月31日

自2024年
　10月１日
至2025年
　９月30日

営業収益 （千円） 2,249,739 2,502,236 4,787,696

経常利益又は経常損失（△） （千円） 32,818 △26,689 123,861

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する中間純損失（△）

（千円） 30,315 △27,117 113,905

中間包括利益又は包括利益 （千円） 50,020 △25,309 147,330

純資産額 （千円） 1,772,861 1,730,471 1,844,340

総資産額 （千円） 2,765,759 3,061,492 3,219,014

１株当たり中間（当期）純利益又

は１株当たり中間純損失（△）
（円） 8.22 △7.35 30.87

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） - - -

自己資本比率 （％） 64.1 56.5 57.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △15,249 102,396 149,172

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △6,558 5,079 △18,798

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △25,759 △88,434 △51,570

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 1,864,717 2,010,239 1,991,198

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２．第40期中間連結会計期間及び第40期の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。第41期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益に

ついては、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 
 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、重要な変更又は新たに発生した事項はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間における我が国経済は、各国の通商政策、地政学リスクの高まり、世界的なインフレーション

等により、マクロ経済指標に不確実性が高まりつつある環境にあります。とりわけ、2026年2月28日に米国・イスラ

エルによるイラン攻撃により、不確実性の一部が顕在化するとともに新たな不確実性も生じております。このような

環境下にあるものの、物価のみならず賃金の上昇も続くなど、経済全体としてはなだらかな成長を維持しておりま

す。

　当社グループにおきましては、おかげさまで、当連結会計年度の2026年2月13日に創業40周年を迎えました。当連

結会計年度は創業40周年を記念し、40周年にちなんだ旅行商品のラインナップの充実を図り、前連結会計年度以上に

営業収益及び利益の向上を目指しております。そのための施策として、広告宣伝費を増額させるとともに、設備投資

計画を進め、また人材の積極的な採用も続けております。第１四半期連結会計期間の各月の営業収益は、40周年記念

商品による上積みもあり、前年同月を上回りました。とりわけ、10月度の海外募集型企画旅行に関しましては、参加

者数12％増、旅行単価5％増と前年同月比で大幅な収益増となりました。当第２四半期連結会計期間においても、連

結営業収益増加の勢いは続いております。2026年2月28日の米国等によるイラン攻撃の影響を受け、一部ツアーの催

行を中止したものの、当中間連結累計期間の営業収益は、前年同期比11.2％の増加となっております。その一方、営

業利益に関しましては、米国等によるイラン攻撃の影響を受けた旅行中の顧客の安全な帰国のための経費を負担する

など追加の費用が発生した他、期初からの円安傾向による仕入原価の増加の影響もあり、当中間連結累計期間の営業

利益は前年同期比減益となりました。

　資本コストや株価を意識した経営の実現のため、中期経営計画を指針としてその実現に努めてまいります。とりわ

け、配当政策に関しましては、前連結会計年度末の連結株主資本の10％以上を配当すること（DOE10％以上）を目標

と定めるとともに、当連結会計年度の配当について配当予想として公表しております（2025年11月６日決算短信）。

　資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について公表いたしました2025年7月31日以降、株価が上昇

傾向にあります。これは新たな配当政策を含む中期経営計画につき、投資家のみなさまに一定の評価をいただけたか

らではないかと考えております。

　当社グループの収益の根幹をなす人材採用に関しましては、2026年4月の入社人数は前年同期を上回りました。

　以上の結果、当中間連結会計期間の営業収益は2,502百万円（前年同期比11.2％増加）、営業損失は21百万円（前

年同期は営業利益24百万円）、経常損失は26百万円（前年同期は経常利益は32百万円）、親会社株主に帰属する中間

純損失は27百万円（前年同期は親会社株主に帰属する中間純利益は30百万円）と、前年同期比増収減益の結果となり

ました。

　当中間連結会計期間末における資産合計は3,061百万円、負債合計は1,331百万円、純資産合計は1,730百万円とな

りました。前連結会計年度末比では、主として旅行前払金の減少98百万円、配当金の支払い88百万円、営業未収入金

の減少71百万円、営業未払金の減少39百万円により、資産合計は157百万円減、負債合計は43百万円減、純資産合計

は113百万円減となり、自己資本比率は56.5％となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、102百万円（前年同期は15百万円の

使用）となりました。

　これは主に、税金等調整前中間純損失26百万円の発生、旅行前払金の減少98百万円、営業未収入金の減少71百万

円、営業未払金の減少39百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は、5百万円（前年同期は6百万円の使用）となりました。

　これは主に、投資有価証券の売却による収入6百万円の発生によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、88百万円（前年同期は25百万円の使用）となりました。

　これは、配当金の支払額88百万円によるものであります。
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　以上の結果、当中間連結会計期間末における資金は、前連結会計年度末に比べ19百万円増加し、2,010百万円とな

りました。

 

（３）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

 

３【重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,760,000

計 14,760,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2026年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2026年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,690,000 3,690,000
東京証券取引所

スタンダード市場
（注）

計 3,690,000 3,690,000 － －

　（注）権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。なお、単元株式数は100株であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年10月１日～

2026年３月31日
－ 3,690,000 － 312,000 － 175,600

 

EDINET提出書類

株式会社ユーラシア旅行社(E04365)

半期報告書

 5/17



（５）【大株主の状況】

  2026年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

井上　利男 東京都港区 18,491 50.11

（有）ホワイトサクセス 東京都港区白金２－７－４１－４０２ 4,140 11.22

河内　友里江 神奈川県横浜市中区 800 2.17

佐々木　嶺一 東京都品川区 559 1.51

（株）旅倶楽部 埼玉県川口市本町３－４－３－２０２ 453 1.23

加藤　幸一 神奈川県横浜市青葉区 413 1.12

加藤　和美 神奈川県横浜市青葉区 412 1.12

井上　伸栄 神奈川県川崎市中原区 360 0.98

八木　純也 神奈川県高座郡寒川町 219 0.59

香取　和子 茨城県土浦市 185 0.50

計 － 26,032 70.55
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,685,800 36,858 －

単元未満株式 普通株式 4,200 － －

発行済株式総数  3,690,000 － －

総株主の議決権  － 36,858 －

 

②【自己株式等】

    2026年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年10月１日から2026年３月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、三優監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,991,198 2,010,239

営業未収入金 316,043 244,473

貯蔵品 8,100 7,539

旅行前払金 366,512 268,505

その他 56,692 60,630

貸倒引当金 △320 △250

流動資産合計 2,738,228 2,591,139

固定資産   

有形固定資産 15,969 12,831

無形固定資産 13,685 12,134

投資その他の資産   

投資有価証券 206,571 200,000

繰延税金資産 26,177 25,107

その他 218,381 220,280

投資その他の資産合計 451,130 445,387

固定資産合計 480,785 470,353

資産合計 3,219,014 3,061,492

負債の部   

流動負債   

営業未払金 159,489 120,240

未払法人税等 12,920 2,805

旅行前受金 976,242 978,571

賞与引当金 30,200 33,100

その他 46,460 43,990

流動負債合計 1,225,312 1,178,707

固定負債   

退職給付に係る負債 149,361 152,313

固定負債合計 149,361 152,313

負債合計 1,374,673 1,331,021

純資産の部   

株主資本   

資本金 312,000 312,000

資本剰余金 175,600 175,600

利益剰余金 1,347,968 1,232,291

自己株式 △19 △19

株主資本合計 1,835,548 1,719,871

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 415 -

繰延ヘッジ損益 8,375 10,599

その他の包括利益累計額合計 8,791 10,599

純資産合計 1,844,340 1,730,471

負債純資産合計 3,219,014 3,061,492
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年10月１日
　至　2026年３月31日)

営業収益 2,249,739 2,502,236

営業費用 1,846,668 2,114,045

営業総利益 403,071 388,191

販売費及び一般管理費 ※ 378,282 ※ 409,383

営業利益又は営業損失（△） 24,789 △21,192

営業外収益   

受取利息 880 2,173

受取配当金 53 44

為替差益 6,652 -

投資有価証券売却益 - 1,007

その他 443 541

営業外収益合計 8,029 3,766

営業外費用   

為替差損 - 9,263

営業外費用合計 - 9,263

経常利益又は経常損失（△） 32,818 △26,689

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
32,818 △26,689

法人税、住民税及び事業税 6,312 355

法人税等調整額 △3,809 73

法人税等合計 2,502 428

中間純利益又は中間純損失（△） 30,315 △27,117

非支配株主に帰属する中間純利益 - -

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
30,315 △27,117
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年10月１日
　至　2026年３月31日)

中間純利益又は中間純損失（△） 30,315 △27,117

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △48 △415

繰延ヘッジ損益 19,753 2,223

その他の包括利益合計 19,705 1,807

中間包括利益 50,020 △25,309

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 50,020 △25,309

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年10月１日
　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
32,818 △26,689

減価償却費 3,216 4,690

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,200 2,900

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7,547 2,952

受取利息及び受取配当金 △933 △2,217

投資有価証券売却損益（△は益） - △1,007

営業未収入金の増減額（△は増加） 46,870 71,570

棚卸資産の増減額（△は増加） 385 560

旅行前払金の増減額（△は増加） 80,229 98,007

未収消費税等の増減額（△は増加） 153 △458

その他の資産の増減額（△は増加） △11,144 △62

営業未払金の増減額（△は減少） △41,546 △39,249

旅行前受金の増減額（△は減少） △115,712 2,329

その他の負債の増減額（△は減少） △6,322 △4,294

小計 1,761 109,029

利息及び配当金の受取額 901 2,136

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △17,912 △8,769

営業活動によるキャッシュ・フロー △15,249 102,396

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,441 -

無形固定資産の取得による支出 △2,216 -

投資有価証券の売却による収入 - 6,979

敷金及び保証金の差入による支出 △400 △1,900

敷金及び保証金の回収による収入 2,500 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,558 5,079

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △25,759 △88,434

財務活動によるキャッシュ・フロー △25,759 △88,434

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △47,567 19,041

現金及び現金同等物の期首残高 1,912,284 1,991,198

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,864,717 ※ 2,010,239
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【注記事項】

（中間連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年10月１日
　　至 2025年３月31日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年10月１日
　　至 2026年３月31日）

給与手当 160,374千円 177,260千円

賞与引当金繰入額 29,603 29,839

退職給付費用 6,248 4,108

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2024年10月１日
至 2025年３月31日）

当中間連結会計期間
（自 2025年10月１日
至 2026年３月31日）

現金及び預金勘定 1,864,717千円 2,010,239千円

預入期間が３か月を超える定期預金 - -

現金及び現金同等物 1,864,717 2,010,239

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年10月１日　至　2025年３月31日）

配当に関する事項

 （１）配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

 2024年12月24日
 定時株主総会

普通株式 25,829 利益剰余金 7 2024年９月30日 2024年12月25日

 

 （２）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末

 　　後となるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

 2025年５月７日
 取締役会

普通株式 25,829 利益剰余金 7 2025年３月31日 2025年６月９日

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年10月１日　至　2026年３月31日）

配当に関する事項

 （１）配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

 2025年12月25日
 定時株主総会

普通株式 88,559 利益剰余金 24 2025年９月30日 2025年12月26日

 

 （２）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末

 　　後となるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

 2026年５月８日
 取締役会

普通株式 92,249 利益剰余金 25 2026年３月31日 2026年６月８日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、海外旅行及び国内旅行並びにこれに関連する旅行傷害保険等のサービスを行う旅行業を営

んでおり、単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円）

 

報告セグメント

旅行業

前中間連結会計期間

（自　2024年10月１日

　　至　2025年３月31日）

当中間連結会計期間

（自　2025年10月１日

　　至　2026年３月31日）

　旅行事業

　旅行関連事業

2,242,068

7,670

2,495,811

6,424

顧客との契約から生じる収益 2,249,739 2,502,236

その他の収益 - -

外部顧客への売上高 2,249,739 2,502,236

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2025年10月１日
至　2026年３月31日）

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損

失（△）
8円22銭 △7円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株

主に帰属する中間純損失（△）（千円）
30,315 △27,117

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する中

間純損失（△）（千円）

30,315 △27,117

普通株式の期中平均株式数（株） 3,689,974 3,689,974

（注）前中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、1株当たり中間純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　2026年５月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………92百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………25円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2026年６月８日

（注）2026年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年５月14日

株式会社ユーラシア旅行社

取締役会　御中

 

三優監査法人

東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 熊谷　康司

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石原　寛一

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーラ

シア旅行社の2025年10月１日から2026年９月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年10月１日から2026年３

月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社ユーラシア旅行社及び連結子会社の2026年３月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま
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た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間連結財

務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日ま

でに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び

内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論

に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）　１.上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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